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今日は海の生き物の雄大さをお客様と分かち合いたいと思いま
す。でも、その内容は単に美しさに留まるものだけではなく、生き
物の雄大さを超えた深い意味を知っていただきたいのです。海の
スチュワードとして私共は海洋環境保護活動に情熱を注いでお
り、また創業当初から保護活動に従事する者としてシャチやザト
ウクジラと同じように、お客様一人ひとりの体験を大切にしてき
ました。 

ですから私たちと一緒に海に出ると、私たち一人ひとりに脈打つ
情熱の鼓動をお客様に感じ取っていただけることでしょう。そし
て私たちがなぜセイリッシュ族の海とクジラを愛してやまないの
かがお判りになると思います。このツアーを終えるころには、皆
様も海洋生物の保護に対する熱意が沸き上がるのを肌で感 じ
ていただけることでしょう。 

カタマラン
船内にはお手洗いが２カ所、後部デッキの階段の両側にありま
す。マリントイレなので、陸上のトイレとは仕組みがいくばくか異
なります！

トイレにはトイレットペーパーと排泄物以外は流さないでくださ
い。生理用品、ペーパータオル、ティッシュ、ワイプ等は一切流さ
ないこと。ご使用の際は便座にお座りください。次にご使用にな
る方のために清潔にしておいてください！

船酔い
船旅の途中で気分が悪くなった場合は、乗務員にお知らせくだ
さい。気分を良くするために、いくつかの対処法をご用意していま
す。船酔いしやすい方は、船の後部で新鮮な空気に触れながら、
穏やかな船旅をお楽しみください。

各ドアのところにはとても大きな段差があります。お出
入りの際は足元に気をつけて、大きく足を踏み出してく
ださい。キャビンの前方にあるスライドドアは非常に重
く、施錠されていません。出入りの必要があるときはしっ
かりと引っ張って開けてください。



安全情報とルール
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一人ひとりの安全を守るために、船内には 
いくつかのルールを設けています。

船内を移動する際は、常に３つの支点を意識す
る３点支持歩行を行い、バランスを保つようにし
てください。
ボートは突然動くことがあり、また実際に突然
動きます。

船内は全面禁煙です。
これには電子タバコやベイプも含まれます。

アルコールや薬物は禁止されています。
船内への開栓されたアルコール飲料の容器や
薬物の持ち込みは禁止されています。

座席の上に立ったり、登ったり、走ったり、飛び跳
ねたりしないでください。
船内は遊び場ではありません。おサルさんは同
乗できません。ここではクジラが主役です！



ビクトリアの険しい手つかずの大自然には、何千年もの間、
ファースト・ネーションの人々すなわち先住民族が住んでい
ました。すべてコースト・セイリッシュ族のサーニッチ･ネーシ
ョンに属しているソンギー、エスクワイモルト、サートリップ、
セイカム、パウクィチン、チーアニュー、セイアウト、ツァアウク
の各先住民族ネーションは、1778年にジェームズ・クック船
長が非先住民として初めてバンクーバー島に足を踏み入れ
るはるか以前から、バンクーバー島南東部に定住していた重
要な部族です。バンクーバー島南部には多くの先住民家族
が住んでおり、それぞれの家族が独自のグループ名を持って
いました。これらの部族は３つのグループに分けることがで
き、それぞれがノースストレート・セイリッシュ語、つまりレク
ウンガイヌン語の異なる方言を話します。

これら３つのグループは、ソンギー族、サーニッチ族、スーク
族として知られるようになりました。先住民文化と深いつな
がりのあるビクトリアには、現在もいくつかのファースト・ネ
ーションの部族が住み続けています。 

ビクトリアは、増加する地域人口、快適な気候、美しい景観を
背景に、鷹揚とした『島の考え方』に触 発された、活気があり
ながらも快適な生活の質を維持してきました。ビクトリアに
は見事な歴史的建造物を始め海や山の眺めなど豊かな自
然だけでなく、人が築いた豊かさにも溢れています。毎年何
百万もの人々がビクトリア市を訪れ、自然の美しさ、温暖な
気候、そして市民の日常生活に根付く伝統的な魅力を楽しん
でいます。

ビクトリア
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4
	  シャチ／オーカ： Orcinus orca

ブリティッシュコロンビア州の海域には、通常２種類のシャチ
が生息しています。魚を獲物とする北方系レジデントシャチ
は、一般的にバンクーバー島北部周辺で見ることができます。
夏から秋にかけて産卵河川に回遊するサケを捕らえるために
沿岸に集まる北方系レジデントシャチは、この個体群の重要
生息地として指定されているジョンストン海峡で頻繁に見ら
れます。このシャチは６種類のサーモンを捕食しますが、好物
はキングサーモン（最大のサーモン種）です。シャチは獲物を見
つけるために、エコーローケーションすなわち反響定位や生
体ソナーで発した音波の反射音を利用し、周囲の環境や獲物
の位置を探知しています。クリック音を始め口笛、パルス状の
呼び声などさまざまな音を使ってコミュニケーションを取るシ
ャチの個体群は、ビッグまたはトランジエントと呼ばれる海洋
哺乳類を捕食の対象とするシャチよりも多くの鳴き声を発しま
す。レジデントシャチは母系の家族単位で生活し、数キロメー
トル以上離れたり、数時間以上離れたりすることはめったに
ありません。母系家族は、しばしば他の近縁の家族グループと
一緒に行動することがよくあります。ほとんどの時間を一緒に
過ごす母系家族はポッドと呼ばれています。 

この海域では、海洋哺乳類を捕食するビッグ（トランジエント）
シャチが一年中見られ、イルカ、アザラシ、アシカ、イルカなど８
種類の海洋哺乳類を捕食していることが記録されています。
通常、２～６頭の小さなグループで生活し、あまり声を出さず、
獲物を狩るときはひっそりと行動します。 

ビッグは広い海域に分布しており、季節ごとにその分布が一
定の変動を示します。この個体群は、ＢＣ州の沿岸海域から米
国アラスカ州グレイシャー湾やオレゴン州海域にまで広く生息
しています。ビッグの家族集団は構造的に他の種類ほど緊密
ではなく、メスは自分の子供を産んだ後に母系から離れ、新し
い家族集団を形成することがあります。
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	  イシイルカ： Phocoenoides dalli
この種のイルカは、アメリカの博物学者ウィリアム・ヒーリー・
ダルに因んで名付けられました。イシイルカはブリティッシュコ
ロンビア州海域で一年中見られ、平均２～１０頭の個体で群
れを形成して行動しています。イルカはニシンなどの群れをな
すさまざまな魚類を餌としています。イシイルカはクジラ目の
中でも（短距離スプリントにおいて）最も高速で泳ぐことがで
き、ブリティッシュコロンビア州の研究者が観察 した追跡行動
の半数でビッグシャチやトランジエントシャチをしのぐ速さを
見せました。イシイルカは、レジデントシャチとビッグシャチ／
トランジエントシャチの生態型の違いを認識し、両者に対して
まったく異なる反応を示します。
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2	  ザトウクジラ： Megaptera novaeangliae

ザトウクジラは非常に移動性が高く、季節ごとに移動します。
夏の間は水温の低い、豊富な餌のあるブリティッシュコロンビ
ア州の海域で過ごし、冬には繁殖のためにメキシコやハワイ
の暖かい熱帯の海域に移動します。ザトウクジラは哺乳類の
中でも特に長距離を移動することで知られ、往復で18,000km
を移動したクジラの記録があります。捕鯨による個体数の減
少から回復するにつれて、これらのクジラはかつて豊富に生
息していた多くの海域に再び戻ってきています。ザトウクジラは

『むさぼり食らい』として知られており、口を大きく開けたまま
獲物の群れに突進して捕食し、主にオキアミとニシンの稚魚
を食べます。歴史的にザトウクジラは主に油脂製品の原料と
なる脂肪を取るために捕獲され、1900年代半ばには内陸水
路から姿を消しました。今日では、何百頭ものザトウクジラが
セイリッシュ族の海とＢＣ州の沿岸海域で見られます。『ハンプ
バック・カムバック』すなわち「ザトウクジラの回復」として知ら
れる現象により、ＢＣ州沿岸で1000頭以上の個体が目撃され
ています。ＢＣ州海域で夏に見られるザトウクジラは、海域ごと
に異なる数種の捕食方法を用いることで知られています。特
に、バンクーバー島北部の海域では『トラップフィーディング』
という方法が見られ、これは他のザトウクジラの群れでは記
録されていません。また、セントラルコーストではバブルネット
フィーディングも観察されます。



	  ゼニガタアザラシ： Phoca vitulina
ゼニガタアザラシはブリティッシュコロンビア州沿岸一帯で見
られます。通常、海岸から２０km以内で見られますが、時たま 
１００kmの沖合でも見られることがあります！ ゼニガタアザラ
シは食性が広く、季節や地域に応じて最も豊富で捕まえやすい
獲物を捕食する傾向があります。しかし、好んで捕食するのは
中型の群れで泳ぐ魚類で、大抵の場合イカ、タコ、エビを食べて
います。ゼニガタアザラシはハウルアウトと呼ばれる場所や大
きな岩場にオスとメスが数頭から数百頭の群れで集まります。
州内には約1400カ所のハウルアウトが確認されています。

	  トド： Eumetopias jubatus
トドは世界で最も大きい耳があるアシカです。オスの成獣は
メスの２～３倍の大きさに成長し、年齢とともに首とたてが
みが太くなります。トドは非回遊性ですが、繁殖地からかなり
離れた場所まで移動することがあります。成体のオスは５月
初旬に繁殖地に 到着し始め、約２００平方メートルの縄張り
を築きます。トドは一夫多妻制で繁殖場所を奪い合い、複数
のメスと交尾します。トドは５０種以上の魚類や無脊椎動物
を捕食し、ＢＣ州で餌となる獲物にはニシン、メルルーサ、イ
カナゴ、アブラツノザメ、イワシ、サケなどがあります。このう
ちサケは食事の約１０％を占めています。
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	  ラッコ： Enhydra lutris

ラッコはイタチ科の中で最も水生に適応した動物です。体は、
目、鼻、足の裏の肉球、小さな耳介弁を除いて全体が厚い毛で
覆われています。ラッコはしばしばカワウソと見分けるのが難
しいことがあります。でもカワウソはラッコと比べるとはるか
に小さく、尾が長く、通常は腹を下にして泳ぎますが、ラッコは
仰向けに浮かんでいます。ラッコは通常、海面でラフトと呼ば
れる個体の群れになって休息します。１８世紀から１９世紀に
かけて多くの地域で乱獲されたラッコは、絶滅の危機に瀕し
ていましたが、1911年に保護されてからは個体数が増え始め
ました。1970年代にはアラスカから移送が行われ、この沿岸
地域に再導入されました。ラッコはＢＣ州南部に生息していま
すが、復活しつつあります。.

       ハクトウワシ：Haliaeetus leucocephalus
英語でボールドイーグルと呼ばれるハクトウワシ。英語でハゲ
という意味を持つボールドですが、実際にはハゲているわけ
ではありません。この名前は『白い頭』を意味する古い英語の
言葉に由来しています。成鳥は主に茶色で、頭と尾の羽の色
は白です。ハクトウワシは主に魚を捕食し、魚を捕るときは急
降下してその鋭い爪で水中から魚をつかみ取ります。孵化し
たばかりのヒナは『イーグレット』と呼ばれ、淡い灰色のふわ
ふわした羽毛に覆われています。ワシは北米の鳥の中で最も
大きな巣を作り、その巣は動物界全体でも最大の木の上の巣
として記録されており、重さは最大で１トンにも達します。性的
に成熟するのは４歳から５歳にかけてで、頭と尻尾の羽が白く
なるのもこのころです。ハクトウワシは北米のみに生息する唯
一のワシです。食物連鎖の頂点にあり、天敵はほとんどいませ
ん。羽毛はメスオスともに同じですが、メスはオスより約２５パ
ーセント大きくなります。この黄色いくちばしは大きくて鉤状で
す。幼いハクトウワシの羽毛は茶色でところどころに白い斑点
が見られます。カナダのハクトウワシの大半はブリティッシュ
コロンビア州の太平洋岸に見られます。
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レース・ロック生態保護区 
エネルギーと栄養素に富んだ海流がこの海洋保護区に流れ
込んでおり、さらに浅くて澄んだ海域への優れた光の透過性
によって、藻類や無脊椎動物の繁殖が促進され、この海域の
生物群は極めて豊かになっています。大型の海藻のブルケル
プの広大な群生を始め多くの種類の藻類が記録されていま
す。無脊椎動物には、生命力の強いムール貝類、豊富なイソ
ギンチャク、カイメン、サンゴ、そして潮の流れの強いところに
生息する色鮮やかなヒトデなどが特徴的に見られます。保護
区内で見られる海洋哺乳類は、シャチとコククジラ、ゼニガタ
アザラシ、トドとカリフォルニアアシカ、ゾウアザラシ、オットセ
イです。この海域にはシャチがよく訪れます。近年、トドとカリ
フォルニアアシカはともにレース･ロックを冬の休息地として
利用しています。海鳥はグレートレース･ロックを含む保護区
内の８つの小島に巣を作ります。営巣する海鳥には外洋性の
ウ、白カモメ、ウミバト、クロミヤコドリなどがあります。1860
年に点灯されたこの灯台は、スコットランドで切り出された
とされる岩（花崗岩）で造られたこの海岸で唯一の灯台です。
この海域はコースト・セイリッシュ・ファースト・ネーションの
伝統的な漁場で、XwaYen〔シュワイ・イェン〕と呼ばれていま
す。
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プリンス･オブ･ホエールズは、 
年間売上の最低１％を地元の 
保護活動に寄付しています。

我が社は気候変動対策に積極的な 
海洋アドベンチャー企業に認定されており、 

持続可能性への取り組みを 
積極的に推進しています。

持続可能性は私共の事業の成功に欠かせないものです。私共では、お客様にこれらの動物が
生息する環境の保護がいかに重要か、また環境保護が持続可能な海域にどう結びつくか、

安全で責任あるホエールウォッチングの方法とその影響についても啓発活動を行っています。

https://princeofwhales.com/
tel:1-888-383-4884
https://princeofwhales.com/
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